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  商業科目「情報処理」における 
学習支援教材「用語マスター」の作成 

－専門用語分野におけるまとめの学習での活用を目指して－ 

 

特別研修員  松本 智広  （桐生市立商業高等学校）  

   

 
 

Ⅰ 主題設定の理由  

 

商業高校では、資格取得を目標として授業を展

開している。資格取得を目標とすることで生徒同

士が切磋琢磨して学習し、学習の意欲向上が図ら

れている。さらに、合格することで達成感を味わ

うことができ、上位級の合格を新たな目標として

知識や技術の向上につなげることができる。 

本校の情報処理科では、検定試験の目標として

全国商業高等学校協会主催の情報処理検定１級取

得を掲げている。本検定は、ビジネス情報部門と

プログラミング部門の２部門に分かれており、そ

れぞれ経済産業省主催の初級システムアドミニス

トレータ試験や基本情報技術者試験など上位試験

の登竜門として位置付けられ、高度な資格取得へ

の足がかりとなっている。そして、ビジネス情報

部門では、コンピュータ実習を通してビジネスに

おける実務的な表計算ソフトウェアやデータベー

スソフトウェアの知識や利用技術を学習してい

る。また、プログラミング部門では、データ処理

のアルゴリズムを学習するとともに、プログラム

言語 COBOL を通してプログラミング技法を学んで

いる。 

専門用語分野の３つの領域「ハードウェア・ソ

フトウェアに関する知識（２級はハードウェアに

関する知識とソフトウェアに関する知識が別々の

領域）」「通信ネットワークに関する知識」及び「情

報モラルとセキュリティ管理に関する知識」は、

生徒にとっては聞き慣れない用語が多いため、そ

れだけで敬遠してしまいがちである。また、用語

だけを丸暗記しようとして、その内容を理解しよ

うとしない。そして、専門用語分野以外の比較的

理解しやすい分野の学習を優先し、その結果、専

門用語分野の学習が後回しになり、学習時間も短

くなってしまうのである。 

情報処理検定の結果を分析すると、共通問題を

あと数問正解していれば合格できた生徒も多く、

この分野の学習を支援する教材が必要だと常々感

じていた。 

そこで、情報処理検定１級・２級に出題される

専門用語に絞り、その中から生徒自身が内容の理

解が不十分と感じている用語を自ら選択して学習

をし、その後、確認問題と総合問題からなる演習

問題を行うことで情報処理検定に出題される専門

用語の理解が深まる学習支援教材を作成したいと

考えた。そして、作成した学習支援教材を専門用

語分野におけるまとめの学習において活用すれ

ば、専門用語に関する学習内容の理解がより一層

深まり、情報社会で必要な専門用語の知識を身に

付けられると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

全国商業高等学校協会主催情報処理検定１級・

２級における専門用語分野の学習において、生徒

が興味・関心をもち、専門用語の理解が深まる学

習支援教材を作成し、専門用語分野におけるまと

めの学習において活用することによりその有効性

を検証する。 

 

 

本研究では、商業科目「情報処理」の専門用語分野におけるまとめの学習での活用を目 

指して、学習支援教材「用語マスター」を作成した。作成に当たっては、できるだけ多く 

の静止画を取り入れるとともに、系統立てて学習が進められるように、全国商業高等学校 

協会主催情報処理検定の用語分野を参考に専門用語をまとめた。本学習支援教材を活用す 

ることにより、専門用語分野に興味・関心をもち、理解が深まることを検証した。       

-キーワード､  【商業 高等学校 情報処理 資格取得 検定】  

G0 8  -  0 3  

 

 平 17.230 集 

 

群

教

セ 

《研 究 の概 要 》 



 - 2 - 

Ⅲ 研究の見通し 

 

専門用語の解説に静止画を多く取り入れると

ともに、繰り返し学習できる演習問題を作成し、

Ｗｅｂ形式でまとめれば、専門用語に対して生徒に

興味・関心をもたせ、理解を深めることのできる

学習支援教材が作成できるであろう。 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 学習支援教材の概要 

 (1) 基本的な考え方 

 本学習支援教材は全国商業高等学校協会主催

情報処理検定１級・２級における専門用語分野の

まとめの学習で活用する。生徒が自主的に学習を

進められるように、次の点を考慮して作成する。 

○ 専門用語の独立性を保ちながらも、単に五十

音順に構成するのではなく、他の専門用語とも

関連付けて構成する。解説には、情報処理検定

下位級の専門用語を多く取り入れ、系統的に学

習を進められるように構成する。 

○ 専門用語の解説には、興味・関心をもたせる

ために、静止画を効果的に利用する。また、専

門用語の解説と演習問題を通して、理解度を確

認しながら繰り返し学習が進められるように

工夫する。 

○ 演習問題は、情報処理検定１級・２級のまと

めとして学習できる総合問題と、各領域の確認

問題を表計算ソフトMicrosoft Excelを利用し

て作成する。マクロ機能を利用し、演習問題を

無作為に表示させるプログラムを作成し、生徒

が何度でも学習できるように工夫する。 

○ 情報処理検定では、専門用語分野については

選択問題として出題されるが、本学習支援教材

の演習問題での解答方法は、知識をより定着さ

せるために選択式ではなく記述式とする。また、

即時に正答が確認できるように工夫する。 

○ 本学習支援教材は、授業における活用を主と

するが、本学習支援教材を収録したCDを貸し出

して家庭学習においても活用できるようにす

る。 

 (2) 動作環境 

基本OS Microsoft Windows98以降推奨 

アプリケーションソフト Microsoft Excel 

(3) 教材の構成 

本学習支援教材の構成は、図１のとおりである。 

 

図１ 教材 の基本 構成 

        ・ハードウェア・ソフトウェアに関する用語 
        ・確認問題 
        
       ・通信ネットワークに関する用語 
         ・確認問題 
         
        ・情報モラルとセキュリティ管理に関する用語 
    

１ 
 

級 

   ・確認問題 
         
        
       

・総合問題 

         
        ・ハードウェアに関する用語 
        ・確認問題 
         
 

ト
ッ
プ
ペ
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ジ 

      ・ソフトウェアに関する用語 
        ・確認問題 
         
         ・通信ネットワークに関する用語 
       ・確認問題 
    

２ 
 

級 

    
    

 
    ・情報モラルとセキュリティ管理に関する用語 

        ・確認問題 
         
        
       

・総合問題 

 



 - 3 - 

２ 教材の内容 

 (1) トップページ 

 各Ｗｅｂページは、基本的にフレームで左右に分

割され、左フレームには、情報処理検定１級・２

級における専門用語分野の「ハードウェア・ソフ

トウェアに関する用語」「通信ネットワークに関

する用語」及び「情報モラルとセキュリティ管理

に関する用語」の各領域と「総合問題」を選択でき

るメニューを配置した（図２）。 

 メニューにあるそれぞれの項目を選択すると

右フレームにその項目に関する解説が表示され

るように作成した。 

 総合問題は、情報処理検定１級・２級のそれぞ

れにおいて用意し、生徒自身が学習の成果を確認

できるようにした。 

(2) 専門用語の各領域のページ 

例えば、左フレームのメニューから２級の「通

信ネットワークに関する用語」を選択すると右フ

レームはさらに上下のフレームに分割して表示

される（図３）。 

上部フレームには、「通信ネットワークに関す

る用語」に属する専門用語の解説と確認問題のメ

ニューを配置し、下部フレームにはその内容を表

示するよう作成した。 

ア 専門用語の解説 

生徒自身が苦手と感じている専門用語や内容

の理解が不十分と感じている専門用語を選択し

確認をしながら学習を進められるように、上部フ

レームのそれぞれ専門用語を選択するとその専

門用語を解説している部分が下部フレームに表

示できるよう工夫した。 

 専門用語の解説は、より理解できるようにでき

るだけ静止画を取り入れて分かりやすい言葉で

解説するように留意した。また、復習のために情

報処理検定３級の専門用語をできるだけ取り入

れ、３級の専門用語をクリックすると小さな画面

において、簡単な解説が表示されるように工夫し、

専門用語を系統立てて学習できるように作成し

た（図４）。 

このようにすべての内容を学習することがで

きるとともに、理解が不十分と感じた部分だけを

学習することができるように作成した。 

イ 確認問題 

上部フレーム内の確認問題を選択すると、下部

フレームに「通信ネットワークに関する用語」に 

属している専門用語の確認問題が無作為に10題 

図２ トップページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 通信ネットワークに関する用語のページ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４ 通信ネットワークに関する用語のページ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図５ 確認問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示される（図５）。確認問題は、Microsoft Excel
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によって作成したので、解答をキーボードから直

接入力できる。 

間違ってしまった専門用語は、上部フレームに

おいて専門用語を選択し、下部フレームに表示さ

せ、もう一度その内容を確認しながら学習が進め

られるように作成した。 

(3) 総合問題 

左フレームのメニューで情報処理検定１級・２

級とも「総合問題」を選択すると、右フレームに

総合問題が無作為に20題表示される。総合問題も

Microsoft Excelによって作成したので、解答を

キーボードから直接入力できる。 

 情報処理検定１級・２級における専門用語は、

１級では88語あり、２級では101語ある。そのう

ち、実際に情報処理検定に出題される専門用語は

毎回１級では約10題、２級では約15題である。こ

のことから総合問題として用意する問題数は20

題が適当と考えた。 

また、情報処理検定では専門用語分野は選択問

題として出題される。しかし、本学習支援教材に

おいては、情報社会において必要な知識として専

門用語を正確に覚え、内容の理解を確実にするこ

とを考慮し、解答方法を選択式ではなく記述式と

した。解答を記述させることであいまいな知識か

ら脱却し、確実な知識として身に付けられるよう

になると考えた。 

 総合問題を利用するに当たっては、「問題」の欄

に書かれている文章を読み、「解答」の欄に解答

を入力する。するとMicrosoft Excelの関数によ

って、「正誤」の欄に入力された解答が正答の場

合には○を表示し、誤答の場合には正答を表示す

るように作成し、即時に正答が確認できるように

工夫した（図６）。 

 さらに、右フレーム内上部の「問題」ボタンを

クリックすることにより、マクロが実行され、新

しい演習問題を表示するよう作成した（図７）。 

マクロには、「解答」の欄に記入されている内容

を消去し、新たな問題番号を表示させるようにプ

ログラムが記憶されている（図８）。 

問題番号が変化するとMicrosoft Excelの関数

によって、「問題」の欄には、演習問題のデータ

ベースから、問題番号に応じた新たな問題が表示

される仕組みになっている。この問題選択のマク

ロによって、無作為に問題が選択され、異なった演

習問題を何度でも繰り返し学習できるように工

夫した。 

図６ 総合問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図７ 問題選択のマクロの実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図８ 問題選択のマクロ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の結果と考察 

 (1) 授業実践 

○ 単元名 情報通信ネットワーク 

○ 対 象 桐生市立商業高等学校 

１年５組40人（男子13人女子27人） 
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○ 検証の観点及び方法 

観  点 方  法 

興味・関心をもって取り組むことへの有効性 生徒の学習状況の観察、本学習支援教材を収録したCD

の貸し出し状況の把握、アンケート調査及び生徒の感想 

専門用語の理解が深まることへの有効性 本学習支援教材活用前・後の確認テストの得点の推移、

アンケート調査及び生徒の感想 

○ 指導計画 

配当 

時間 
学習内容 学習への支援及び留意点 評価項目 

１ 

○情報処理検定２級の専門用

語「通信ネットワークに関

する用語」について本学習

支援教材を活用して学習す

る。 

○本学習支援教材を大型モニタに提

示し、利用方法や演習問題を解く

上での注意事項を説明する。 

 ・Microsoft Excelのマクロのセキ

ュリティレベルを『中』に設定

すること。 

 ・英字は、全角で入力すること。 

○自主的に学習を進めさせる 

○家庭学習用のCDを貸し出す。 

○私語がなく真剣に学

習を進めるなど意欲

的、積極的に学習し

ている。 

１ 

○総合問題演習 

 ・確認テストを解く。 

 ・アンケートに回答する。 

○確認テストを実施する。（問題数

25問、記述式） 

○アンケート調査を実施する。 

○通信ネットワークに

関する用語について

理解している。 

 

 (2) 結果と考察 

ア 興味・関心をもって取り組むことへの有効

性 

本学習支援教材を活用する前に、９月に実施さ

れた情報処理検定の専門用語分野に対するアン

ケート調査を実施した。 

この中で専門用語分野における検定直前１週

間の家庭学習時間の総計５時間未満の生徒が、40

人中31人（約77％）であった。また、専門用語分

野に苦手意識をもっている生徒は、16人（40％）

であった。このように対象クラスの４割の生徒が

苦手意識をもっていることが分かった。そこで、

理由を記入させたところ、「何をどのように学習

を進めたらよいのか分からなかった」「専門用語

は暗記すればいいと思った」「専門用語は似たも

のが多く、区別がつかない」などの記述があった。 

授業実践では、本学習支援教材を利用し学習し

ている際に、私語もなく専門用語を学習し、真剣

に集中して演習問題に取り組んでいる姿勢が見

られるなど、本学習支援教材に興味・関心をもち、

積極的に利用し学習しようとする態度に接する

ことができた。中でも、本学習支援教材の活用前

に専門用語に対して苦手意識があると答えた16

人の生徒は、専門用語分野に苦手意識をもってい

るとは思えないほどに積極的な態度で本学習支

援教材を活用している姿が印象的であった（図

９）。 

 

図９ 真剣に学習する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践の最後には、家庭での学習に利用でき

るCDを貸し出したところ、自宅にパソコンを所有

する生徒31人のうち、17人の生徒が希望しCDを貸

し出した。中でも、本学習支援教材の活用前に専

門用語に対して苦手意識があると答えた16人の
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生徒のうち、10人の生徒が希望し、苦手意識のあ

る生徒に対しても興味・関心をもたせることがで

きたと考えられる。 

本学習支援教材の活用後に、感想や意見を記述

させたところ、演習問題において、解答が正答か

どうか即時に確認ができるように工夫したこと

に対しては、半数を超える生徒から「答えがすぐ

に分かってよかった」などの感想を聞くことがで

きた。 

また、マクロによって、無作為に問題が選択され、

異なった演習問題を何度でも繰り返し学習でき

るように工夫したことに対しては、３分の２を超

える生徒から「間違ってとても悔しかったので何

度も繰り返し問題を解いた」などの感想を聞くこ

とができた。 

以上のように、演習問題に対する生徒の感想や

意見から、本学習支援教材を活用することで、専

門用語分野に対する興味・関心が高まったことが

分かり、専門用語分野に対しての興味・関心をも

たせることに有効であったと考える。 

イ 専門用語の理解が深まることへの有効性 

本学習支援教材の活用前・後に確認テストを実

施し、専門用語の理解が深まっているかを調査し

た。 

活用前・後に実施した確認テスト（記述式、100

点満点）の得点推移は、図10のとおりである。活

用前の確認テストで40点未満の生徒が４人いた

が、活用後の確認テストでは、40人全員が40点以

上であった。その中でも、20点以上得点を伸ばし

た生徒が７人いたことから、専門用語の理解を深

めることができたと考える。 

 

図 10 得点分布の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本学習支援教材の活用後に専門用語の理

解が深まったかをアンケート調査した。その結果、

理解が深まったと感じた生徒が 22 人いた。生徒が

自らの専門用語に対する理解を深めることができ

たと感じていることが分かった。 

さらに、感想や意見では、半数を超える生徒か

ら「解説の重要な部分の文字に色が付いていて分

かりやすかった」「いままで用語の意味を曖昧に覚

えていたことが分かった」などの感想があった。 

以上のように本学習支援教材の活用前・後に実

施した確認テストの結果とアンケート調査から、

本学習支援教材が専門用語の理解が深まること

に対して有効であったと考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 

 

 本研究では、商業科目「情報処理」の専門用語

分野におけるまとめの学習において活用できる学

習支援教材「用語マスター」を作成した。そして

授業で活用することにより、静止画を専門用語の

解説に取り入れたり、解答を入力すると即時に正

解を表示させ、何度でも繰り返し学習できるよう

に演習問題を作成したりしたことが、専門用語に

対して生徒に興味・関心をもたせ、理解を深める

ことに役立つことが分かった。 

 今後は、本学習支援教材の更なる充実を目指し

て、演習問題をより増やしたいと考えている。ま

た、本研究では、全国商業高等学校協会主催情報

処理検定１級・２級に出題される専門用語分野の

範囲を対象として開発した。初級システムアドミ

ニストレータ試験や基本情報技術者試験など上位

試験の教材開発にも取り組みたいと考えている。 

 

＜参考・引用文献＞ 

・大塚 英作 著 『情報処理』  一橋出版

(2003) 

・中澤 興起 著 『ビジネス情報』  実教出

版(2005) 

＜参考・引用Ｗｅｂページ＞ 

・『IT用語辞典 e-Words』  株式会社インセプ

ト http://e-words.jp 

※Microsoft Windows98 及び Excel は、米国及び

その他の国における Microsoft Corp.の登録商標

です。 

 

（担当指導主事 今井 俊一） 
単位：人
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